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１．はじめに

　温泉地学研究所は、神奈川県西部地域で光波測量による地殻の伸び縮みを測定していま

す。これらの観測の目的は、県西部地域に蓄積した歪みや、地震や火山活動に関連した変

化を捉えることです。ここでは、２００３（平成１５）年に観測された光波測量結果について報告

します。

２．光波測量結果

　光波測量は、測距儀から測定点に設置した反射器（鏡）に向けて発したレーザー光が、反

射器から戻ってくるまでの時間（正確には位相差）により、２点間の距離を測定するもので

す（伊東、１９９４）。当所では、箱根地域と小田原地域で光波測量を実施しており、それぞれ

箱根町仙石原と小田原市城山に測距儀を設置して、各地域とも６方向について１時間ごと

に測量しています（図１）。測量結果は、ＮＴＴ公衆回線を用いて当所に送信されます。

　一般的に、光波測量はレーザー光を用いた測量方法であるため、雨や霧などの天候によ

る影響を受けて観測に支障がでます（伊東、１９９４）。また、気温や湿度などの気象条件により、

測定距離と実際の距離との間に誤差が生じます。そのため、測定間の距離が長くなるほど、

気象条件による測定値のばらつきが大きくなります。

２．１．箱根地域

　図２に、２００３（平成１５）年１月から１２月

における箱根地域の光波測量結果を示し

ます。ところどころに見られるデータの

欠測は、天候の影響によるものがほとん

どです。

　破 線（ａ）は、２００３（平 成１５）年 の１年 間

に観測された箱根群発地震活動の期間を、

破線（ｂ）は伊豆半島東方沖で発生した小

規模な地震活動を示しています。これら

の活動に伴う異常な変化は認められませ

んでした。なお、２００３（平成１５）年の地震

活動については、伊東ほか（２００４）を参考

にしてください。
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図１　光波測量基線分布
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２．２．小田原地域

　図３に、２００３（平成１５）年１月から１２月における小田原地域の光波測量結果を示します。

この図を見ると、城山－前川、城山－真鶴、城山－大井の３基線は、データのばらつきが

大きいことがわかります。これは、３基線の２点間の距離が長いため、気象条件の影響が

大きく現れていると考えます。したがって、これらの基線における距離が、実際の距離変

化を示しているわけではありません。

　２００３（平成１５）年の１年間に観測された箱根群発地震活動の期間（ａ）と伊豆半島東方沖で

発生した小規模な地震活動（ｂ）を破線で図３に示しました。小田原地域の光波測量網にお

いても、箱根群発地震活動や伊豆半島東方沖で発生した地震活動の前後で測量結果に顕著

な変化はなく、異常な地殻変動は観測されませんでした。

３．おわりに

　２００３（平成１５）年の１年間は、神奈川県西部地域の地震活動や箱根火山の活動は比較的静

穏であり、光波測量からも異常な地殻変動は認められませんでしたが、今後も注意深く観

測を続けていく必要があります。
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図２　２００３年の光波測量結果（箱根地域）
　破線は、箱根火山における群発地震活動（ａ）と伊
豆半島東方沖で発生した小規模な地震活　動（ｂ）
期間を示す。
ａ：２月０５日０４時５７分～０５日０５時０５分（最大地震
０５日０４時５７分 Ｍ０．５）
ｂ：６月１３日２２時ごろ～１５日１２時ごろ（最大地震
１４日０７時５３分 Ｍ２．７）

図３　２００３年の光波測量結果（小田原地域）
　破線は、箱根火山における群発地震活動（ａ）と伊
豆半島東方沖で発生した小規模な地震活　動（ｂ）
期間を示す。
ａ：２月０５日０４時５７分～０５日０５時０５分（最大地震
０５日０４時５７分 Ｍ０．５）
ｂ：６月１３日２２時ごろ～１５日１２時ごろ（最大地震
１４日０７時５３分 Ｍ２．７）


